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論文内容の要旨
本論文は、 7世紀中頃---8世紀初頭における日本古代国家成立期の支配構造とその歴史的展開に関する
研究である。日本古代国家の性格や形成過程の解明にかんする従来の研究は、律令制的諸制度の成立過程
と、それによって首長制的諸関係がいかに改変されたのかという側面を過度に重視してきた。このため、
中央集権的な国家体制の形成過程にかんするさまざまな問題が十分に検討されないままになっている。
本論文は、日本古代国家の形成や性格を、奈良盆地の政治権力が、列島内を中央集権的に、支配する権力
体に成長していく過程で、列島内に分散している「ヒト・トチ・モノ」をどのように把握・管理していっ
たかという点に着目し考察しているo 第1章から第3章では、ヤマトの権力体が、どのような統治観念の
下で「ヒト・トチ・モノ」を把握・管理していったのかを考察し、第4章、第5章では、古代国家形成期
におけるヤマトの権力体が、どのような行政組織と業務運営にもとづいて列島支配を行ったのかを考察し
ている。
第1章「人民の把握・管理」は、『播磨国風土記』に見える里名由来の説話やミヤコに進上された荷札
に見える貢進地域の記載様式の変化などを、部民制から公民制への転換過程や評制の成立・展開の中で捉
えることで^ ， I五十戸」制から「里」制への歴史的展開を検証し、国家的人民支配の段階的な発展過程を
究明しようとしたものである。
5---7世紀中頃の人民は部民として把握・管理されていたが、 650年頃に五十戸制が創出されると、数
量的に把握・管理されていった。その後、 675年頃に行政組織の整備が進められる中で、行政単位として
の機能が付加されていった。日本古代の人民編成は、個別人身支配というよりは、課税対象となる集団内
の成人男子を把握・管理することを一義的課題として進展していったと言えるo
第2章「土地の把握・管理」は、「熟田」と「非熟田」に対するヤマトの権力の関与の在り方を、田地
管理方式や「公私共利J観念の変化の中で捉えることで¥I公地」制の成立過程を検証し、 7世紀中頃~
8世紀中頃における国家的土地支配の段階的な発展過程を究明しようとしている。
在地の有力豪族の非熟田にたいする用益権は、孝徳朝に「公私共利」観念の導入によって官・民に平等
に解放されたが、天武朝以降に、その一部の山海が大王の独占的な支配地域である「禁処」とされた。有
力な臣民は「公私共利」観念を逆手にとって合法的に山海へと進出していった。一方、在地の有力豪族の
熟田に対する支配権は、獲稲量にもとづいて数量的に田地を把握する政策を孝徳朝に進めたことによって
徐々に排除されていった。天武朝以降は、画一的な郷戸を新設し、田地の均給を目指して班固などを行っ
た。その結果、 8世紀初頭には、田籍による熟田の数量把握がなされていたと考えられる。しかし、「君一
臣一民」関係の創出を最大の課題として進められてきた熟田・非熟田政策は、 8世紀初頭に内的矛盾が現
れ始め、それに対処するために、 8世紀中頃以降、国家的な土地支配が本格的に目指されていった。
? 。
第3章 Iモノ」の把握と管理」は、 7世紀後半の被災状況と為政者の対応を検討し、列島にたいする
支配観念や国家的な物産管理の在り方を究明しようとしている。『日本書紀』にみえる被災記事を検討す
ると、特に天武5・9年と持統5---7年の被害は甚大であったと想定される。ヤマトの権力は、これに対
して、賑給などに代表される被害者への「慰労措置」と租税免除などに代表される「優遇措置」をとって
いる。このような被災に対する国家的な対応は、天武朝の仏教政策や天武天皇不予を契機としながら、次
第に百姓救済の論理が生まれてくる。
第4章「四~七世紀末の地域支配の構造」は、 miyatukoとkuniの内実を具体的に検討することで、評
制成立以前の地域支配の発展過程を究明しようとしたものである。従来、氏姓制と国造制は、大化前代の
支配形態を規定するものとして重視され、 miyatukoはカパネの「造」と、 kuni'ま国造の支配領域と結び
つけられて考えられてきたが、十分とは言えない。 miyatukoとは、当初は大王や大王宮に対して諸種の
奉仕を行う者の呼称、であったが、 6世紀に「造」用語が導入されると、職掌に応じて「某造」と訓読・表
記されるようになった。その後、「造」は次第にカパネに準じる機能を担っていった。一方、 kuniの構造
は重層的なものであった。生産消費活動を共有する単位集団が定住している「点」的範囲・一族内の単位
集団を水系交通で結んだ「線」的範囲・丘陵によって隔てられて河川流域に形成された「面」的範囲・丘
陵を越えた地域に形成された「擬似的な面」的範囲などが重層していた。このような特徴を有する
miyatukoによるkuni支配を官僚制的・領域的な地方支配に転換したのが評制であり、 7世紀後半の評制
段階では、面的な領域支配は未だ不十分なものであったと言える。
第5章「八世紀初頭の地域支配の構造」は、計帳作成に関する律令条文や業務運営の在り方から、律令
制国家成立期の日本と唐における地方行政組織の構造的特質や相違点を究明しようとしたものである O
日本の地方行政組織である「京(京職)一条(坊令)一坊(坊長)J1国(国司)-郡 (郡司)一里
(里長)J制は、唐の「州、I(州司)-県(県司)-郷-里(里正)J制を継受したものであり、在地支配を
行う宮司や行政単位が段階的な重層構造をとる点などは、両者で共通している。しかし、両者を詳細に比
較検討すると、唐では、それぞれの行政単位が独自の機能を有し、段階的に上申していくことで業務が進
められるのに対して、日本では、「監臨官」である官司 (1京職」と「国・郡J)が重要な機能を担ってい
たことが分かる。 8世紀初頭の日本と唐では、地域支配の在り方が異なっていたと言える。
上記の五章の検討によると、日本の古代国家は、以下のような過程を経て成立したと考えられる。まず、
3世紀末---4世紀初頭にヤマト中心の地域に誕生した権力体が、人制や府官制などを背景とする 5世紀と
部民制や国造制などを創出した6世紀を画期としながら成長をとげ、 7世紀初頭の推古朝には独自の支配
体制を築いた。この間に、ヤマト権力は、怒意的収奪の段階から脱皮し、為政者として列島内外に君臨す
るようになる。この支配体制が7世紀中頃に矛盾をきたすと、ヤマト権力は、列島内の首長が支配・所有
していた「ヒト・トチ・モノ」を「公的」という名目の下で、自己の管理下に取り込んでいく。
「五十戸」制や「公地」制の発展過程が示すように、ヤマト権力は、当初から大化前代の支配体制を全
面的に否定して、律令制的な中央集権体制を指向していたのではなかった。斉明・天智朝や天武朝を画期
としながら、既存の「二造」体制的な枠組みの一部を改変することで、徐々に列島内の「ヒト・トチ・モ
ノ」の支配権を手に入れていった。天武朝末年頃には、ヤマト権力による「ヒト・トチ・モノ」の支配は
相当進展した。律令制は、この三者を恒常的に把握・管理していくために導入されたのであり、文武朝に
おける大宝律令の編纂・施行によって日本の律令制国家が成立したと言える。このように、日本の古代国
家は、固有法的・律令法的な国家形成過程を経て、初めて列島内に誕生したのであった。
論文審査結果の要旨
本論文は、ヤマト権力が列島内を中央集権的に支配していく過程で、「ヒト・トチ・モノJをどのよう
? ?
に把握・管理していったか、その相互の関連はどのようであったのかという雄大な構想で、日本古代国家
の成立過程を具体的に解明することを目指している O この重要な視角によって、中央集権的な国家的支配
体制がし、かに形成されたのか、という点を具体的に検討しうる道が開かれたと考えられる。
第 1章「人民の把握・管理」は、国家的人民支配の発展過程の諸段階を究明しようとしたものであるO
古代の人民は、 650年頃から五十戸制によって数量的に把握・管理されるようになり、 675年頃から五十戸
は行政単位として機能しはじめたことを明らかにした。本章は、重要な意義をもっ五十戸制の'性格とその
変遷を明らかにした注目すべき成果である。また、日本古代の人民編成を、個別人身支配ではなく、課税
対象集団内の成人男子の把握・管理によって理解すべきであるとする点も、通説の大幅な見直しを迫って
いる。
第2章「土地の把握・管理」は、国家的土地支配の段階的な発展過程を究明することを目的とする。ト
チを熟田と非熟田にわけ、それぞれについて国家的土地支配が展開した過程と要因を解明している O 非熟
田では、公私共利観念によって有力者が合法的に進出し、一般人民との矛盾が激化したことを要因として
指摘する O これに対して熟田は、有力豪族の支配権が徐々に排除され、天武朝以降、画一的な郷戸を新設
して班田を行った。八世紀初頭には、国籍による熟田の数量把握体制が成立したが、すでに内部矛盾を抱
えていたため国家的支配体制がさらに推し進められたとする O
国家的土地所有の成立過程に関する研究は多いが、本論文では、熟田と非熟田にわけで別個にその要因
を検討し、さらに両者を総合するという斬新な方法がとられている。これによって、国家的土地所有の成
立過程を複合的に解明することに成功している。
第3章 iモノ」の把握と管理jでは、『日本書紀』の災害記事を検討して被害の状況を想定し、ヤマト
権力のそれに対する権力的対応を検討し、そこから支配観念や国家的な物産管理の在り方を究明している。
災害記事をこのようなユニークな視角で検討した研究はない。目的にはある程度肉薄することはできたが、
なお検討の継続が必要であろう。
第4章は、国造や伴造の「造」に注目し、造二 imiyatukoJの性格が、当初の大王や大王宮に対して
奉仕を行う者の呼称から、王権内の職掌を示す呼称に変化し、さらにカパネに準じるものとなったこと明
らかにしている。一方、 miyatukoが支配するkuniとは、生産消費活動を共有する単位集団が定住してい
る「点」的範囲・一族内の単位集団を水系交通で結んだ「線」的範囲・丘陵によって隔てられて河川流域
に形成された「面J的範囲・丘陵を越えた地域に形成された「擬似的な面」的範囲の重層構造から成り立つ
ていたとする。これらのmiyatukoやkuniの分析は説得力がある。これらの検討を通じて、評制段階にあっ
てもまだ面的な領域支配に至っていなかったことを指摘している O 評制に至る地域支配の初段階を総合的
に描き出そうとした意欲的な章と評価することができる O
第5章「八世紀初頭の地域支配の構造」は、律令制国家成立期の日唐の地方行政組織の構造的特質や相
違点を究明することを目的とする。両者の地方行政組織を比較検討して、地域支配に「京職J と「国・君~J
という官司が重要な機能を担っていたことが日本独自のあり方であることを明らかにした意味は大きい。
第4章と相まって、 7---8世紀における地方の行政的支配の展開を全体的に跡づける可能性を切り開いた
と言えるO
以上の五章の検討をふまえると、本論文としての日本の古代国家の成立過程は、次のように整理できる。
すなわち、 3世紀末---4世紀初頭にヤマトに誕生した権力体は、 5世紀段階に人制と府官制を展開させ、
6世紀には部民制や国造制などを創出して成長をつづ、け、 7世紀初頭の推古朝には独自の支配体制を築き、
為政者として列島内外に君臨するに至った。しかし、この支配体制は7世紀中頃には矛盾が顕在化する。
それに対応してヤマト権力は、列島内の首長が支配・所有していた「ヒト・トチ・モノ」を自己の管理下
に取り込んでいった。ヤマト権力は、大化前代の支配体制の否定のうえに律令制的な中央集権体制を目指
? ?
したのではなく、既存の体制を一部改変しながら、徐々に「ヒト・トチ・モノ」に対する支配を確立して
いった。そして、天武朝末年頃には、それは相当進展しており、律令制は、この三者を恒常的に把握・管
理するために導入されたと評価できる。律令国家の成立時期は、文武朝における大宝律令の編纂・施行に
ある。日本の古代国家は、固有法的・律令法的な国家形成過程を経て、初めて列島内に誕生したのであっ
た。
以上のように、本論文は、律令国家の成立過程を、ヒト・トチ・モノの全体にわたって総合的に解明す
るという雄大な目標に向かつて果敢に挑戦し、一応の見通しを提示することに成功した力作であると評価
できる。ヒトとトチについては、随所に鋭い分析があるのに比して、モノに対する支配の成立過程につい
ては、さらに研究の深化が望まれる。一部にさらに証明を積み重ねるべき点があるが、史料がきわめて乏
しい状況からすると、本論文の価値をおとしめるものではない。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる O
??? ?
